
�．目　　的

　本学においては����年度より新入生全員を対象にして体格測定、体力診断テストおよび生活習慣調査を
実施し、文部科学省が全国で行う同様の調査結果と比較するとともに、キャリパーによる皮下脂肪厚、超
音波による踵骨部位の骨評価値の測定を加えて本学学生の体格・体力および生活習慣を報告してきた�－�）。
そのなかで本学新入生は体格面では男女ともに大きな変化は見られなかったが、女子において皮下脂肪増
加の隠れ肥満の傾向が見られること、体力面では男女とも敏捷性、持久力の向上と筋力低下が見られるこ

－ ８９ －

The Report of Tokyo University of Fisheries, No. 38, pp.89-105, March 2003
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����年度（平成��年度）東京水産大学新入生の体格と体力

村松園江＊1・秋田　 武＊1・林　眞幾子＊2・武井大輔＊2

夏目麻子＊2・小原雅文＊2・天野惠子＊3
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とを明らかにしてきた。生活面では運動実施頻度が比較的高いこと、女子の朝食摂取が高率であることな
どがわかった。
　����年度も同様の調査を行い、文部科学省が発表した調査結果�）と比較すると同時に食生活、身体活動、
睡眠時間をはじめとする生活習慣と体格・体力との関連についても検討したので報告する。

�．方　　法

　調査対象は「体育」の科目を受講した新入生���名のうち記入漏れを除いた男子���名、女子���名、合計
���名であった。学科別の調査対象者数は表�に示す。なお、調査は例年「体育」の授業の一環として行っ
ているが、本年度よりこの科目は実質的に選択科目になったことにより全新入生が調査対象とはなってお
らず、今回の調査対象は全新入生���名の����％にあたる。
　「体格」の測定項目は①身長、②体重、③皮下脂肪厚（上腕背部＋肩胛骨下）の�項目であり、身長と体
重より体格指数���（����������	
���体重／身長�（���））を算出した。
　「体力」の測定項目は昨年までと同様に文部科学省の体力運動能力テストの項目、実施方法�）に則り、①
握力（筋力）、②上体起こし（筋持久力）、③長座体前屈（柔軟性）、④反復横とび（敏捷性）、⑤立ち幅と
び（筋パワー）、および⑥シャトルラン（持久力）の�項目とした。
　骨量（骨密度）を計測する方法はＸ線照射による方法や超音波による方法がある。今回用いた超音波に
よる方法はＸ線による方法に比べて精度はやや劣るが、Ｘ線の被爆なしに短時間で多くの人の骨が計測で
きる利点がある。本調査にはアロカ社製の超音波骨評価測定装置（�������）を使用して右足の踵骨で計
測し、超音波の伝播速度、減衰係数などを利用して得られるの骨評価値（���；�����������	�����
��������）
を骨密度の指標とした。
　「生活習慣」の調査項目も文部科学省が体力運動能力テストと併せて行う生活習慣調査に則り�）以下の�
項目とした。
　①運動・スポーツの実施状況、②�日の運動・スポーツ時間、③運動部・スポーツクラブ所属、④朝食摂
取の有無、⑤�日の睡眠時間、⑥�日のテレビ視聴時間
　得られた体格・体力の測定結果は性別および年齢別に全国値と比較し（ｔ検定）、また学科別や生活習
慣別にも比較した（一元分散分析；�������法検定）。体格指数の���には全国値が示されていないため、便
宜的に身長・体重の全国値より算出した。また、骨密度は文部科学省の体力運動能力テストの項目にはな
く、全国値は示されていないので、アロカ社が示している骨評価値（���）の年齢別、性別の標準値を便
宜的に全国値とした。解析には統計ソフト��������および���������	
��を用い、有意水準は�％とした。
�

－ ９０ －

表�．学科別の測定・調査対象者数
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－ ９１ －

表�．年齢別体格・体力（男子）

表�．年齢別体格・体力（女子）
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�．結果と考察
　

�）新入生の体格・体力

　�年齢別比較

　対象者を��、��および��歳以上の�群に分けて群別に体格・体力を比較し、また全国値とも比較し、男女
別に表�、�に示した。まず男子の年齢別比較を見ると、シャトルランでのみ差がみられ、��歳と��歳以上、
��歳と��歳以上の間でそれぞれ有意な差が認められ、��歳以上の持久力が劣るといえる。次に全国値との
比較を見ると、体格ではどの項目にも差は認められず、体力ではいずれの項目でも全国との有意な差が認
められた。すなわち、握力では��歳以上、上体起こしでは��歳の本学男子がいずれも全国より低い値を示
した。長座体前屈では��歳、��歳、反復横とびでは��歳でいずれも本学男子の方が高く、また、筋パワー
をみる立ち幅とび、持久力をみるシャトルランでは全ての年齢で全国値より高くなっていた。骨評価値の
値をみると年齢が低いほど高い結果となった。
　男子の体格・体力を全国と比較すると、体格には差がみられず標準的な体格が多いといえる。体力では
握力で本学の��歳以上が全国値より低く筋力が劣り、上体起こしでも本学の��歳が全国値より低く筋持久
力が劣っているといえる。一方長座体前屈では本学の��歳と��歳が全国値より高く柔軟性が優れ、反復横
とびでは本学の��歳が全国値より高く敏捷性が優れているといえる。立ち幅とびとシャトルランではどの
年齢でも本学の方が優れ、筋パワーと持久力が優れているといえる。年齢別ではシャトルランでのみ差が
みられ、年齢が増すごとに持久力が衰えるといえる。
　女子では年齢別には体格、体力ともに差はみられなかった。全国値との比較では体力面の長座体前屈、
反復横とび、立ち幅とび、シャトルランの�項目で全国値との有意な差がみられた。すなわち、長座体前屈
では��歳が、反復横とびでは��歳が、立ち幅とびでは��歳がそれぞれ全国値より高く、シャトルランでは
全ての年齢で全国値より高かった。
　また、骨評価値の値では男子と同様に年齢が高くなるほど低い値となり、浪人中の不活動が窺える結果
となった。骨粗鬆症は高齢社会が進む昨今生活の質（���）を保つ上で重要な健康問題となっているが、
その一次予防として若年での最大骨量をできるだけ上げておくことが必要である。今回の結果を踏まえて
学生に対して骨に関する情報を与えると同時に骨量増加の具体的な方法についても実技を加えた指導が必
要となろう。
　体格面では女子は全国値との差はみられず標準的といえる。体力面では長座体前屈、反復横とび、立ち
幅とび、シャトルランで差がみられ、柔軟性、敏捷性、筋パワー、持久力が優れていた。
　

　表�は全国国立大学学部学生の調査結果の���による肥満判定を基準として、本学新入生の肥満・るい痩
傾向をみたものである。男子では「普通」が約�割、「やせ」は約�割となり、「過体重」、「肥満」をあわせ
ても�割ほどしかいなかった。女子では「普通」が約�割、「やせ」は約�割、「過体重」は�％、「肥満」はい
ない結果となった。男女ともに「普通」、「やせ」をあわせると約�割になり、「過体重」、「肥満」は極めて
少なかった。これにより、本学新入生は男女ともやせ傾向にある。���は日本人の場合、最低罹病率との

－ ９２ －

表�．ＢＭＩによる肥痩区分と分布
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－ ９３ －

表�．学科別体格・体力（男子）
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－ ９４ －

表�．学科別体格・体力（女子）
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関連から理想は��とされ�）、このときの体重が標準体重として提唱されている�）。本学の男女の���平均値
はこれより低かったが、女子の方が更に低くなっていた。
　�学科別比較

　表�、�は新入生の体格・体力を海洋環境（以下環境）、海洋生産（以下海洋）、資源育成（以下育成）、資
源管理（以下管理）および食品生産（以下食品）の各学科間で比較したものである。
　男子をみると上体起こしでのみ有意な差がみられ、環境が育成や食品より高く、海洋と管理が育成より
高く、全体的にみると、環境、海洋、管理が育成、食品より筋持久力に優れているといえる。
　女子では上体起こし、骨評価値に有意な差がみられ、上体起こしでは環境と海洋が食品より高くなって
おり、筋持久力に優れているといえる。骨評価値では育成が食品より高かった。

－ ９５ －

表�．運動・スポーツの実施状況

表�．�日の運動・スポーツの実施時間

表�．運動部・スポーツクラブ所属の有無
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�）新入生の生活状況

　�運動・スポーツの実施状況

　表�は新入生の運動・スポーツの実施状況を学科別に示したものである。運動の効果を生じさせるために
は一週間に一回以上の頻度で運動することが必要とされている��）が、それ以上の頻度で運動している割合
は、男子では食品（����％）が最も多く、次いで管理（����％）、海洋（����％）、育成（����％）の順であ
り、環境（����％）が最も少なかった。どの学科も全国値（����％）より高く、本学の男子は運動頻度が高
いといえる。
　女子では環境（����％）が最も多く、次いで管理（����％）、食品（����％）、海洋（����％）となり、育
成（����％）が最も少なかった。また、女子の全国値は（����％）となっており、環境、管理はそれを上回
っていた。女子全体では����％となっており全国値（����％）より低く、本学の女子は運動頻度がやや低い
といえる。

－ ９６ －

表��．朝食接収の有無

表��．�日の睡眠時間

表��．テレビ視聴時間
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　��日の運動・スポーツの実施時間

　表�は�日の運動時間を学科別に示したものである。男子をみると、食品を除いた�学科では「�時間以上」
運動するものが最も多く、「��分未満」と答えた者が次に多かった。全国値では「��分未満」が����％と最
も多いことから、本学男子は運動時間がやや長い傾向を示した。
　女子をみると、「�時間以上」がどの学科でも最も多く、全学でも����％と最も多くなった。しかし、「運
動・スポーツの実施状況」の項目で「しない」が半数近くいるにもかかわらず、運動実施時間を「�時間以
上」と回答する者が����％もおり矛盾が生じている。質問票は文部科学省が全国で統一的に使用しているも
のであるため、変更はできないものの実施に際しては対象者に誤解の無いよう注意を促す必要があろう。
　�運動部・スポーツクラブの所属の有無

　表�は運動部・スポーツクラブに所属している状況を示したものである。男子をみると、どの学科でも半
数以上の学生が「所属している」であり、全学でみると�割近くが運動系クラブに所属しており、全国値の
����％より高いことから、本学男子はよく運動する機会があるといえる。
　女子では、環境、管理で「所属している」の方が多く、海洋、育成、食品で「所属していない」の方が
多かった。全学では「所属している」が�割ほどであり、全国と比較するとほぼ同様の様子であるといえる
が、海洋、育成は全体的にあまり運動する機会がないという結果になった。
　�朝食摂取の有無

　表��は朝食摂取の有無を表したものである。男子をみると、管理でのみ「時々ぬく」が最も多くなって
いた。また、全学で「時々ぬく」が全国よりやや高くなっており、本学男子は朝食摂取状況がやや悪いと
いえる。
　女子では、全学の数値が全国とほぼ同様であり、「食べない」と答えたのはほとんどいなかった。学科
別では環境で「時々ぬく」が約�割いた。
　��日の睡眠時間

　表��は�日の睡眠時間を示したものである。男子をみると、どの学科でも「�～�時間」が最も多く、「�時
間未満」はほとんどいなかった。全国値は「�～�時間」が最も多いのは本学と同じだが、「�時間以上」が
ほとんどいなかった。女子では「�時間以上」が最も多く、「�時間未満」は�人もいなかった。
　男子は「�時間未満」がほとんどおらず、女子にいたっては�人もいなかった。このことより、本学の男
女ともによく眠る傾向にあるといえる。
　�テレビ視聴時間

　表��は�日のテレビ視聴時間を示したものである。男子をみると、環境が最もテレビを長く見ている結果
となった。女子では全学で「�～�時間」が最も多く、次いで「�時間以上」、「�～�時間」となっており、「�
時間未満」はほとんどいなかった。
　全国と比較してみると、本学の男女ともにテレビをよくみており、特に女子の方がみていることが分か
った。

�）生活状況別にみた新入生の体格・体力

　�運動・スポーツの実施状況別体格・体力

　表��、��は日常生活の運動実施状況別にみた新入生の体格・体力を示したものである。
　男子をみると、皮下脂肪厚、���、握力、上体起こし、反復横とびおよびシャトルランの�項目で有意な
差があった。皮下脂肪厚では「週�～�回」が「月�～�回」より少なく、���では「週�回以上」が「しな
い」より多かった。握力では「週�回以上」が「しない」より、上体起こしでは「週�回以上」が「しない」
より、「週�～�回」が「しない」よりそれぞれ優れた値を示した。反復横とびでも「週�回以上」が「しな
い」より、「週�～�回」が「月�～�回」より、「週�～�回」が「しない」よりそれぞれ良い点数を示した。

－ ９７ －
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－ ９８ －

表��．運動・スポーツの実施状況別体格・体力（男子）

表��．運動・スポーツの実施状況別体格・体力（女子）
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－ ９９ －

表��．�日の運動・スポーツの実施時間別体格・体力（男子）

表��．�日の運動・スポーツの実施時間別体格・体力（女子）
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－ １００ －

表��．運動部・スポーツクラブ所属の有無別体格・体力（男子）

表��．運動部・スポーツクラブ所属の有無別体格・体力（女子）



東京水産大学新入生の体格と体力

－ １０１ －

表��．朝食摂取の有無別体格・体力（男子）

表��．朝食摂取の有無別体格・体力（男子）
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シャトルランでも「週�回以上」が「月�～�回」より、「週�回以上」が「しない」より、「週�～�回」が
「月�～�回」より、「週�～�回」が「しない」よりそれぞれ回数が多かった。男子では多くの項目で差がみ
られ運動頻度が低いほど体力が劣っているといえる結果となった。
　女子では、シャトルランでのみ有意な差がみられ、「週�回以上」が「しない」より高く、やはり運動頻
度が低い方が劣っている結果となった。
　��日の運動・スポーツ実施時間別体格・体力

　表��、��は�日の運動時間別にみた新入生の体格・体力を示したものである。
　男子をみると、上体起こしとシャトルランで有意な差がみられ、どちらも「�時間以上」が「��分未満」
より低かった。女子では、シャトルランでのみ有意な差がみられ、「�時間以上」と「�～�時間」が「��分
未満」より低かった。
　男女ともに運動時間が長いほど体力が劣る結果となった。この原因の詳細は本調査だけでは不明だが、
「運動・スポーツの実施状況」の項目で「しない」が半数近くいるにも関わらず、運動実施時間の項目で
は「�時間以上」が����％もいたという齟齬から、ごくたまに長時間運動している人が多いのではないかと
考えられる。
　�運動部・スポーツクラブ所属の有無別体格・体力

　表��、��はスポーツクラブ所属の有無別にみた新入生の体格・体力を示したものである。
　男子をみると、握力、上体起こし、反復横とび、立ち幅とびおよびシャトルランの体力の�項目で有意な
差がみられ、どの項目でも、「所属している」が「所属していない」より高かった。
　女子では、シャトルランでのみ有意な差がみられ、「所属している」が「所属していない」より持久力
が優れている結果となった。
　�朝食摂取の有無別体格・体力

　表��、��は朝食摂取の有無別にみた体格・体力を示したものである。
　男子ではどの項目にも差はみられなかったが、女子では上体起こしと反復横とびで有意な差がみられ、
どちらも「毎日食べる」と「時々ぬく」が「食べない」より高く、筋持久力と敏捷性に優れているといえ、
「食べない」が体力的に劣っている結果となった。
　朝食を食べないことによって、比較的摂取しやすいエネルギー源は他の食事で充足できても、ビタミン
やミネラルの微量元素は不足しがちになることが確かめられており��）、また、総エネルギー摂取量は同じ
であっても食事回数が少ない場合には肥満しやすくなることが知られている��）。肥満と敏捷性、筋持久力
とに関連があるとすれば、このことより朝食摂取状況と体格・体力が関係ある結果となったと考えられる。
　�テレビ視聴時間別体格・体力

　表��、��はテレビ視聴時間別にみた体格・体力を示したものである。
　男子にはどの項目にも差はみられず、テレビ視聴時間と体格・体力とは関連が無い結果となった。女子
では体重、反復横とびおよび立ち幅とびの�項目で有意な差がみられ、体重では「�～�時間」が「�～�時
間」より少なかった。反復横とびでは「�時間以上」と「�～�時間」が「�時間未満」より点数が高く、立
ち幅とびでは「�時間以上」と「�～�時間」が「�時間未満」より高い値を示した。視聴時間が長いほど運
動できる時間（活動時間）が短くなるはずであるから、視聴時間が長いほど体力は劣っていると考えられ
たが、逆の結果となった
　生活習慣はすぐに変容できるものではなく、それを継続するのも困難である。好ましくない生活習慣は
長期にわたって遺伝因子やストレスなどと複雑に交絡しあいながら成人性慢性疾患��）を引き起こし、それ
らは我が国における疾病別死因構造の�割を占めている。こうした疾患を避けるためには早いうちから、特
に学生生活の間によりよい生活習慣を身につけることが望ましいと考えられる。
�
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表��．テレビ視聴時間別体格・体力（男子）

表��．テレビ視聴時間別体格・体力（女子）
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�．結　　語
　
　����年度本学新入生の体格をみると男女ともやや「やせ」に傾くものの、標準的な体格が多く、体力面
では男女ともに全国より優れている項目が多かったが、筋力、筋持久力が全国より劣っていた。
　本学新入生の運動習慣については、男女とも全国の同年齢と比べて多くが運動クラブに所属しており、
運動する頻度、時間も全国より多く、よく運動しているといえる。このことから体力で優れている項目が
多いのではないかと考えられる。また、よく運動している学生があまりしていない学生より体力面で優れ
ている結果が得られ、運動を習慣付けることが大切であるといえる。
　本学新入生の生活習慣については、朝食摂取の有無で男子においてやや摂取状況が悪く、女子では標準
的であるといえる。また、男女ともによく睡眠を取っており、テレビもよくみていることがわかった。ま
た、女子においては朝食摂取も体力に影響を及ぼす要因となっていた。
　運動・生活習慣は一朝一夕で形成されるものではない。学生自身がより健康的な生活を営めるようにす
るためには、このような調査を続けその動向をフィードバックすることを通して、適切な生活指導を行う
ことと平行して、そのための学内環境を整備することも必要であろう。
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　����年度本学新入生���名（男子���名、女子���名）の体格・体力および日常生活習慣について調査し
た。男女とも標準的な体格が多かったが女子は「やせ」に傾いていた。体力面では男女ともに柔軟性、敏
捷性、瞬発力、持久力が優れ、筋力、筋持久力が全国より劣っていた。
　運動習慣については、男女とも全国の同年齢と比べて多くが運動クラブに所属しており、運動する頻度、
時間も全国より多く、よく運動しているといえる。生活習慣については、約半数の新入生が毎日朝食を摂
取しているが、男子は女子よりも摂取している割合が少なかった。また、男女ともによく睡眠を取ってお
り、テレビもよくみていることがわかった。
　男子では運動頻度の高い者ほど���は��の理想値に近く、筋力や筋持久力、敏捷性、持久力が優れてい
た。運動・生活習慣は一朝一夕で形成されるものではない。学生自身がより健康的な生活を営めるように
するためには、このような調査を続けその動向をフィードバックすることを通して、適切な生活指導を行
うことと平行して、そのための学内環境を整備することも必要であろう。
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